
皆様のお支えのおかげで守山市議会議員に初当選させていただいてから、任期の約半分が経過いたしました。

議員としてはまだまだ新人でございますが、何事にも積極的に取り組み全力で活動をして参りますので、今後

ともご指導ご鞭擬の程、よろしくお願い致します。 田中尚仁

ー 

トピックス 

守山市議会議員定数の改正について 

議員定数「22人」が「20人」に改正されました。また、市議会常任委員会や議会運営委員会の委員定 

数も「8人以内」から「7人以内」に改正されました。これは、次回の市議会議員一般選挙から適用され 

ます。 

くるっとバスの物部地区への延伸について 

平成30年10月から、草津市と栗東市が運行している「くるっとバス」が、物部地区を経由して守山 

駅へ接続する路線の運行を予定しています。 
∠=二=二二ゝ 1 漢 

<運行経路(案)> 草津駅一栗東駅一物部地区一成人病センター ー守山駅 
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▲会派議会報告会にて滋賀ユナイテッドBCを招いて ▲ビワイチサイクリング体験で漁船タクシー乗船



田中ひさとの守山市議会定例会での一般質問より

◆ JR東側について

㊥近年J R東側では工場跡地などが宅地として開発されており、今後の人口増加が見込まれる地域であり、コ

ミュニティ活動の拠点としての公共施設の整備が必要ではないかと考えているがいかがか。

㊨ J R東側における道路整備や踏切の歩行空間の確保等、人口増加に対するコミュニティ活動の拠点整備等を

含む基盤整備が必要であると認識している。今後は、将来の人口動態を見据え、厳しい財政状況に鑑みつつ、 J

R東側地域におけるコミュニティ活動の拠点整備を含む地域課題の解決に向け、取り組んでいきたい。

㊥ J R東側の事業所との避難所としての災害協定について、各自治会に任せるのではなく行政として取り組む

べきである。また、備蓄倉庫もJ R東側には無い状態であり、備蓄品の配置も多様なケースを想定して行う必要

があると考えるがいかがか。

㊨避難所や避難場所についての在り方が議論されている「J R東側活性化プロジェクト」や地域の方々と今後

も連携を図りながら、避難所の確保に向けて取り組む。また、エルセンター内に南部拠点備蓄倉庫を設け、必要

な備蓄品を備えており、市内事業所との調達協定や県内外の自治体と物資等の災害協定を締結している。

◆地区計画について

㊥人口減少は全国的に急激に進んでおり、本市においても避けて通れない問題である。

将来的には地区計画制度によるコミュニティーの維持は難しくなると思われるが、本

市における展望を伺う。

㊨様々なニーズで居住地を選択する世帯があるので、地域の魅力を活かしたまちづくり

により、個人のライフステージの変化やライフスタイルに合わせて居住地として選択

されることで、地区計画の目的を達成できるのではないかと考えており、これまでの

成果と課題を検証し、引き続き地区計画の活用に向けた支援を行っていく。

◆環境施設の付帯施設について

㊥環境施設の付帯施設では多くのスポーツ施設の整備が予定されているが、体育協会や

各種スポーツ団体からの聞き取りなどについては、どのように行われてきたのか伺う。

㊨今までに頂いていた要望を踏まえ、出来る限り取り入れ、体育協会の常務理事会で説

明を行った。また各競技団体や、更には、運動施設を管理運営している民間企業や文化体

育振興事業団からの意見も反映する中、利用しやすい施設となるよう整備していきます。

◆オリンピック・パラリンピックホストタウン登録の今後の展開について

㊥2020年の東京オリンピック・パラリンピックに参加する国、地域と交流を図る「ホストタウン」に、本市

がトルコを相手国に登録された。今回、厳しい審査を通って幸いにも登録がなされ、まずは、スポーツ・文化面

での取り組みから進め、さらに交流の幅を広げていくべきだと考えるが、今後の計画と組織の編成や企業関連団

体との連携について伺う。

㊨今後の計画として第1期は、今年から20 1 9年、東京オリパラ前年までの3年間を位置付け、市民にホスト

タウン登録の周知と障害者スポーツやトルコへの関心を高めていく。第2期は、東京オリパラの開催年を位置付

け、市民を挙げてトルコチームを応援する機運を高めていく。第3期は、東京オリパラ後、いわゆるレガシーの

確立の時期であり、 「障害者スポーツ先進都市」としての地位の確立を目指していく。また、多くの関係者の協力

が必要となるため、教育委員会事務局だけでなく全庁的に連携を図りつつ、県を交えた協議の場を持つことや、

関係する団体の意見を聞く中で進めていく。


